
タレ止め剤

タレ止め剤、顔料沈降防止剤

タレ止め剤、顔料沈降防止剤

顔料沈降防止剤、ケーキング防止剤

顔料沈降防止剤、ケーキング防止剤

顔料沈降防止剤、ケーキング防止剤

エマルション用粘性調整剤

消泡剤

レベリング剤

分散剤

粉末状製品

ペースト製品

0.3～2.0

0.3～2.0

キシレン、アルコール 1.0～8.0

1.0～5.0脂環族溶剤、アルコール TS-023 20

酢酸エステル、アルコール20

TW シ リ ー ズ

 T-300-10XC 淡黄色ペースト

 TS-015

 TS-021

T シ リ ー ズ

TS シ リ ー ズ

D シ リ ー ズ

DS シ リ ー ズ

（ 粉 末 状 製 品 ）

（ ペ ー ス ト 状 製 品 ）

（環境対応溶剤使用）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（環境対応溶剤使用） ・・・・・・・・・

DF シ リ ー ズ

VF シ リ ー ズ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

白色微粉末

 T-20SF

 T-250F

 T-550F

溶　　　　剤

脂肪酸アミド系

脂肪酸アミド系

外　　　観

白色微粉末

白色微粉末

 T-37F

 T-75F

白色微粉末

白色微粉末

水添ヒマシ油系

脂肪酸アミド系

・・・・・・・・・

－

－

100

100

キシレン、アルコール20
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A-S-A®（エー・エス・エー）は当社が開発した、塗料・シーリング材・接着剤・印刷インキ・プラスチック用 添加剤の総

称です。

A-S-A
®
は、ご使用目的により以下のシリーズに分類されますので、各シリーズの特長、作用機構等を充分ご理解の上、

用途に合わせて選択し、ご使用下さい。

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

0.5～2.0

0.5～3.0

0.5～3.0

0.5～5.0

XD シ リ ー ズ

（ 水 系 塗 料 用 ）

（ 粉 体 塗 料 用 ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

添加量(%)

脂肪酸アミド系

0.5～3.0

0.5～2.0

0.5～2.0

主　成　分

ER シ リ ー ズ

脂肪酸アミド系

淡黄色ペースト

白色微粉末

白色微粉末

脂肪酸アミド系

脂肪酸アミド系

 T-950F

 T-1700

 T-1800

 T-2800

白色微粉末

白色微粉末

脂肪酸アミド系

脂肪酸アミド系

外　　　観

淡黄色ペースト

主　成　分

 T-300-20AK

 T-300-10AK

不揮発分

（%）

100

100

脂肪酸アミド系 10

水添ヒマシ油系

100

100

100

白色～淡黄色ペースト

白色～淡黄色ペースト

白色～淡黄色ペースト

脂肪酸アミド系

脂肪酸アミド系

脂肪酸アミド系

－

－

－

－

－

100

100

キシレン、アルコール

MCH、アルコール

添加量(%)

0.5～5.0

1.0～8.0

1.0～8.0

1.0～5.0

溶　　　　剤
不揮発分

（%）

－

－
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Tシリーズ・TSシリーズ

A-S-A® 製品分類

製品一覧表

用 途

1



外　　　観 主　成　分
不揮発分

溶　　　　剤 添加量(%)
（%）

 XD-100  黄褐色液体 カルボン酸末端ポリエステル 100 － －

 XD-1200  黄褐色液体 －

 XD-1000  黄褐色液体 カルボン酸末端ポリエステルのアミドアミン塩 50 キシレン －

添加量(%)
（%）

水添ヒマシ油系

 DF-1  無色透明液体 特殊変性シリコーン 0.02～0.3

ポリエーテルポリウレタン 30  ブチルカービトール、水

主　成　分
不揮発分

溶　　　　剤

外　　　観 主　成　分
不揮発分

溶　　　　剤

イミダゾリン化合物 100 －

 TW-124  淡黄色ペースト
ポリアミドアミン塩

25  水 0.3～2.5
酸化ポリエチレン

外　　　観 主　成　分
不揮発分

溶　　　　剤 添加量(%)
（%）

 D-10A  キシレン 0.5～1.5

0.5～2.0

1.0～4.0

酸化ポリエチレン
20  キシレン、アルコール

0.5～2.0 D-120

ポリアミド

 DS-525  白色ペースト 酸化ポリエチレン

 キシレン

 D-120-10  白色軟ペースト 酸化ポリエチレン 10  キシレン

20  脂環族溶剤

 D-1100  淡黄色液体

 TW-121  淡黄褐色ペースト
ポリアミド

 白色ペースト 酸化ポリエチレン 20

 白色ペースト 酸化ポリエチレン 25

外　　　観 主　成　分 添加量(%)
（%）

不揮発分
溶　　　　剤

 TW-122  淡黄色液体 ポリアミドアミン塩 20  グリコールエーテル、水 0.5～3.0

外　　　観 主　成　分

20  グリコールエーテル、水 0.5～3.0
ポリエステルアミン塩

1.0～4.0 DS-313  乳白色流動状ペースト 酸化ポリエチレン 10  脂環族溶剤、酢酸エステル

不揮発分
溶　　　　剤 添加量(%)

（%）

0.5～2.0

 ER-90  白色粘ちょう液体

 ER-3  白色粘ちょう液体 ポリエーテルポリウレタン 20  ブチルカービトール、水 0.5～5.0

0.2～4.0

アクリル重合物
 VF-1  白色～淡黄色粉末 100 － 0.5～3.0

添加量(%)
（%）

40  メチルエチルケトン

外　　　観

D-シリーズ・DS-シリーズ

TW-シリーズ

ER-シリーズ

DF-シリーズ

VF-シリーズ

XD-シリーズ
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粉末状の製品は、ビヒクル中に粉末のまま添加し、適切な温度で、各種分散機（高速ディスパー、サンドミル等）で分

散していただくことにより、ビヒクル中に網目構造が形成されて、強いタレ止め効果を発揮します。

　ペースト状の製品は、添加剤を溶剤中で膨潤させて網目構造をとらせ、活性状態としたタイプです。

粉末状のタレ止め剤のようにビヒクル中に、最適温度範囲で分散処理しなくても、既に網目構造を形成しているので、

ディゾルバー等でペーストを軽くほぐすだけですぐに効果を発揮します。しかも網目構造が熱に対して比較的安定なため、常

温域から高温域まで非常に安定したタレ止め効果を発揮します。

脂肪酸アミド系製品（T-シリーズ、TS-シリーズ）は、添加剤自身がビヒクル中で三次元網目構造を形成し、強力なチ

クソトロピック性を付与することによって、タレ止め効果を発揮します。

　粉末状、ペースト状等の製品があり、製品製造方法、製造設備等により使い分けいただけます。

　適当な条件下で、ビヒクル中の添加剤は徐々に網目構造を形成していきます。

完全に網目構造が形成された段階で最大のチクソトロピック性（タレ止め性）を発揮します。

各製品の特長と作用機構

T-シリーズ・TSシリーズ

ビヒクル中に分散した状態 粒子が膨潤し網目構造に 網目構造の完成
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網目構造形成の条件と注意点

　網目構造の形成は、添加剤が熱エネルギーにより結晶構造を転移

させるためと考えられます。

　従って、充分なチクソトロピック性（タレ止め性）を得るためには結

晶構造が転移するために充分な熱を加える必要があります。しかしそ

の熱量は、添加剤の種類、ビヒクルの極性の強弱により異なりますの

で、それぞれに最適な温度条件で処理しなければなりません。

　また、その最適処理温度以上で処理（使用）した場合は形成し

た網目構造は添加剤自身がビヒクル中に溶解することにより破壊さ

れ、処理温度以下（常温）に戻っても構造が復元せず、チクソトロ

ピック性（タレ止め性）は低下し、溶解した添加剤が凝集して粗粒

となって塗膜表面に悪影響を与えますので注意が必要です。

ビヒクル中で溶解し凝集した

添加剤

網目構造と顔料粒子の大きさ

®
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A-S-A® T-シリーズ系統図

アミド系 ペースト

TS-021

TS-023

溶剤系用途（ペースト製品）

アミド系 ペースト

T-300-20AK

アミド系 ペースト

T-300-10AK

T-300-10XC

易分散化（10％化）

環境対応溶剤使用

低極性～無溶剤系、シーリング材用途

溶 剤 系無 溶 剤 系

水添ヒマシ油 粉末

T-20SF

水添ヒマ・アミド系粉末

T-75F

耐熱性向上

耐シーディング性向上

後添加用

ペースト化

水添ヒマシ油不使用

低温膨潤性

アミド系 粉末

T-1700

アミド系 粉末

T-250F

アミド系 粉末

T-550F

アミド系 粉末

T-950F

シーディング

層間剥離改良

低温膨潤性 性能向上

性能向上

耐熱性向上

溶剤系用途（粉末製品）

アミド系 ペースト

TS-015

易分散化（10％化）

水添ヒマ・アミド系粉末

T-37F 無溶剤対応

低増粘・高タレ止め性

アミド系 粉末

T-1800

アミド系 粉末

T-2800
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　水添ヒマシ油系とアクリル系重合物の複合物を粉末状にした固形分100％の粉体塗料用レベリング剤です。

　少量の添加でフロー性、平滑性を付与します。

　高分子量ポリエステル系の分散剤です。

　高分子鎖の立体障害により顔料の分散を安定化します。

ビヒクル中でコロイド状に分散して、顔料の凝集構造を伴い、弱いチクソトロピック性を付与します。

顔料のハードケーキ防止に有効で、二次的にタレ防止効果も発揮します。

このタイプは添加剤のベースとなるもので、他の添加剤との併用も何ら差し支えありません。

　水系塗料用の顔料沈降防止剤です。

　有効成分であるポリアミド同士の会合、及び樹脂や顔料との相互作用等により、塗料に構造粘性を与え、顔料沈降防止性能を発揮します。

　エマルション塗料用のウレタン会合型シックナー（レオロジー調整剤）です。

　一般的な構造は下記のように、親水グループの両端末に疎水グループを付加させた形になっています。

　水に入れた場合は僅かに増粘するだけですが、塗料に添加するとエマルション粒子や顔料とシックナーの疎水基が会合して橋かけ構造を作り、

　全体を増粘させます。

疎水基→● ●←疎水基

　溶剤系塗料用の消泡剤です。極少量の添加で卓効を示します。

　また、添加対象塗料のレオロジーに悪影響を及ぼさないため、T-シリーズと併用しますと非常に有効です。

Ｄ-シリーズ・DSシリーズ

ビヒクル中に分散した状態 酸化ポリエチレンと顔料粒子の大きさ

TW-シリーズ

ER-シリーズ

DF-シリーズ

VF-シリーズ

XD-シリーズ
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